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OSSコンソーシアムはこんな団体です

【目的】
会員企業（ユーザ）のOSS採用促進
会員企業（ベンダー）のOSSビジネスの推進
OSS市場の活性化貢献

【基本ポリシー】
ビジネスとしてのOSSをメインテーマとして、OSS市場活性化に向けた問題点の解決や
利点の発展を活動主眼とする。
前項実現のためには、会員間での協力による効率的なアウトプットを行うことを心がける。
ユーザが参画できるようなコンソーシアム環境の整備及び活動の実現を目指す

わかりやすく話すと…
↓

OSSの価値観を大事にしている企業メンバが集まった
ビジネスコンソーシアムです。

仕事に役立てられる活動をしたいと思っているメンバが中心ですが，
会員各位の参加の動機はとても様々だと思います。

テーマを共有できるメンバと一緒に部会活動をすることが，
最大の売り物です。

会員同士の取引関係はあったりなかったりいろいろですが，そこは重要ではありません。

他社と集まれることにメリットと喜びを感じているメンバが
多いので，懇親会は公式・非公式によくあります。

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
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いろいろな参加のしかた（会員種別）

会員種別 対象／年会費 メリット

理事会員

一般会員

ビ
ジ
ネ
ス
会
員

準会員

賛助会員

メルマガ購読

➢理事企業
➢96,000円(不課税)

➢議決権
➢部会の参加
➢各種サービスの利用
➢OSSコンソーシアム主催イベントでの
　関連カタログの配布

➢OSS関連のテクノロジーそのもので
　ビジネスを実施もしくは計画されて
　いる企業、団体・個人
➢60,000円(不課税)

➢投票権
➢部会の参加
➢各種サービスの利用
➢OSSコンソーシアム主催イベント
　での関連カタログの配布

➢一般会員の期限付き試用会員
➢無料

➢投票権はなし
➢OSSコンソーシアム主催イベントでの
　関連カタログの配布もなし
➢登録のみで参加可能

➢OSS関連のテクノロジーを利用して
　いる個人
➢活動運営費として年間一口（6000円）
　以上の寄付

➢部会の参加
➢各種サービスの利用

➢セミナーに申し込みされた方，Web
　サイトから購読を申し込みされた方
➢無料

➢メルマガ配信

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
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部会・支部 一覧 (2020年度)

部会の構成や名称はときどき変わります

AI IoT Robotics Automotive部会

オープンCOBOLソリューション部会

開発基盤部会

データベース部会

東海支部

ビジネス&教育ソリューション部会

分散コンピューティング

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
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お問い合わせだけでも大丈夫です！
(事務局)

まずは無料メルマガから
https://www.osscons.jp/ezine/

(広報委員)

お気軽にご参加ください
(会員一同)

本資料はLibreOfficeで作成しています。

https://www.osscons.jp/ezine/
https://ja.libreoffice.org/
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osscons-20190713

AI IoT Robotics Automotive部会

オープンCOBOLソリューション部会

開発基盤部会

データベース部会

東海支部

ビジネス&教育ソリューション部会

分散コンピューティング

それでは，7部会・支部の発表に…それでは，7部会・支部の発表に…

《第1部》

《第２部》


